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1)食糧増産
　→世界人口の増加

2)脱化石燃料化
　→温室効果ガス排出の削減

課題：食料増産と脱化石燃料化

2020 2030 2050
世界人口 79億人 85億人 97億人

温室効果ガス
排出削減目標 －50％ －100％



光合成の促進

６CO2 ＋12H2O → C6H12O6 ＋６O2＋６H2O

CO2施用（ハウス栽培）

～ 400 ppm
(大気中濃度)

～1000 ppm



・世界最速のCO2分離膜（食品用ラップの1/300程度の薄さ）
・大気に含まれる低濃度のCO2を濃縮分離できる

CO2超速分離ナノ膜

九州大学で開発された世界最高性能の
CO2透過性を有するCO2分離ナノ膜



植物育成試験装置

（15L）



実施例（タイムラプス）

mDAC
(ave-CO2 = 866 ppm)

CTL
(ave-CO2 = 415 ppm)
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チャンバー内のCO2濃度の推移



太陽光発電で活用した場合

CO2分離膜ユニットの実稼働実績 72 日間

全国都道府県の
　年間日照時間（平均値） 1969 時間
　一日当たりの日照時間 5.4 時間

太陽光発電による
　CO2分離膜ユニットの稼働日数 322 日間

1年間に相当



まとめ

• CO2分離膜ユニットから供給されるCO2濃縮
大気によるCO2施用を実証した。

• CO2分離膜ユニットからのガス供給は、70日
間※を超えて低下せず安定している。
（※積算、室内環境下での稼働）

• 新たに構築した評価系は、CO2施用のコスト
概算に有用なデータを提供可能である。
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